　
「音楽療法士（2種）の称号授与要件の特例」の運用指針
　　　　　　　　　　　　　　〔２０２６年（令和８年）１０月２６日制定〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔内規　第８号〕
公的免許・資格を保持し、当該免許・資格を要する職域において３年以上勤務する者は、加盟校において、「音楽に関する科目６単位」、「音楽療法に関する科目８単位」、「音楽療法実習２単位」の合計１６単位を取得すれば、「音楽療法士（２種）」の資格を授与することになっている。
　　「音楽療法士（２種）の称号授与要件の特例」（別表イ）の運用指針として、次の3項目について定める。
１　実務経験３年以上の要件について
　　公的免許・資格に関する職域において３年以上の実務経験を有する者としては、勤務内容を「当該免許・資格を要する実務」とし、勤務形態としては、「正規職員（社員）又は、非正規職員（社員）」であっても資格要件に該当するものとする。
また、３年以上の実務経験には、過去の勤務年数も含めて、免許・資格の取得後、通算して３年以上であればよいこととする。
但し、非正規職員（社員）の場合は、勤務形態（日数）として、一週間当たり２日以上、又は、８時間以上勤務し、且つ、３年以上（１年間７０日以上）勤務した者とする。
　
２　既履修単位の適用について

　　「音楽に関する科目６単位」については、既修得単位の認定条件として、当該加盟校における科目等履修生として登録した者は、他大学・他短期大学等において、当該登録者が取得した音楽系科目「４単位」を音楽に関する科目の既修得単位として認めることが出来る。
　　但し、既修得単位の適用は、卒業後８年経過した場合は認めないものとする。
既履修単位の適用を受けようとする者は、当該大学・短期大学の「単位取得証明」を提出しなければならない。
３　 音楽療法実習の免除につて
　　 音楽療法実習（2単位）の免除要件として、免許・資格を活かした職域へ３年以上に亘って、同じ施設等に継続して勤務する者は、正規職員　（社員）・非正規職員（社員）に係わらず音楽療法実習（２単位）を免除できるものとする。
但し、非正規職員（社員）の場合は、勤務形態（日数）として、一週間当たり２日以上、又は、８時間以上勤務し、且つ、３年以上（１年間７０日以上）に亘って継続して勤務する者とする。
　　　音楽療法実習の免除を受けようとする者は、「音楽療法実習免除申請書（授与様式短３号―３）」を提出しなければならない。
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